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入
江

　
英
弥

　
提
出

　
学
位
申
請
論
文
（
論
文
博
士
）

　
　
『
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
承
』
審
査
要
旨

　
　
　
　
　

論
文
の
内
容
の
要
旨

　
本
論
文
は
、
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
景
行
天
皇
条
所
載
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
東
征
譚
に

含
ま
れ
る
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
入
水
譚
、
そ
の
後
の
文
献
に
見
ら
れ
る
同
入
水
譚
と
口
頭

で
伝
承
さ
れ
て
い
る
入
水
伝
説
な
ど
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
を
巡
る
伝
承
を
対
象
と
す
る
。

伝
説
等
に
よ
る
こ
の
伝
承
は
、
上
代
の
記
紀
か
ら
現
代
ま
で
通
時
的
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

り
、
そ
の
全
容
を
文
学
研
究
と
民
俗
学
の
両
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
文
学
研
究
と
民
俗
学
の
両
面
か
ら
と
い
う
の
は
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
に
関
す
る
伝
承
で

あ
る
走
水
渡
海
中
の
入
水
な
ど
が
、
現
在
も
伝
説
と
し
て
東
京
湾
沿
岸
部
地
域
を
中
心
に
一

定
の
範
囲
に
数
多
く
伝
え
ら
れ
、
こ
の
伝
説
は
『
古
事
記
』
所
載
の
弟
橘
比
売
命
入
水
譚
と

密
接
な
関
係
を
も
つ
こ
と
に
よ
る
。
具
体
的
に
は
、
論
文
の
序
章
で
本
論
文
の
目
的
を
示
し
、
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そ
の
上
で
「
第
一
部

　
伝
説
を
い
か
に
捉
え
る
か
」
で
は
民
俗
学
に
お
け
る
伝
説
研
究
を
検

討
し
、
「
第
二
部

　
弟
橘
媛
入
水
譚
を
考
え
る
」
で
は
『
古
事
記
』
の
弟
橘
比
売
命
入
水
譚
な

ど
を
、
「
第
三
部

　
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
説
を
考
え
る
」
で
は
在
地
に
伝
承
さ
れ
る
オ
ト
タ

チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
説
な
ど
を
取
り
上
げ
る
。

　
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
承
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
本
論
文
で
は
、

こ
う
し
た
構
成
の
な
か
で
一
つ
に
は
記
紀
の
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
譚
が
い
か
に
後
代
に
受
け

入
れ
ら
れ
た
か
と
い
っ
た
「
話
の
受
容
」
を
課
題
と
す
る
。
記
紀
の
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
譚

が
そ
の
ま
ま
後
代
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
受
容
に
あ
た
っ
て
は
時
代
に

対
応
し
た
内
容
に
変
容
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
伝
承
と
し
て

の
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
説
は
東
京
湾
岸
地
域
な
ど
沿
海
部
に
顕
著
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
こ
う
し
た
地
域
に
こ
の
伝
説
が
形
成
、
定
着
し
た
の
か
と
い
っ
た
「
話
の
生
成
」
を
課
題

に
す
る
。
海
浜
へ
の
流
着
物
を
、
走
水
の
海
に
入
水
し
た
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
譚
へ
の
共
感

に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
ヒ
メ
の
遺
骸
や
櫛
な
ど
と
す
る
伝
説
が
形
成
さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は

日
本
の
沿
海
地
域
に
み
ら
れ
る
漂
着
物
や
漂
着
神
の
祭
祀
習
俗
を
基
盤
に
、
ヒ
メ
の
入
水
譚
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と
結
び
つ
け
た
漂
着
物
が
神
社
祭
祀
と
し
て
形
成
さ
れ
、
こ
う
し
た
中
で
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ

メ
伝
説
が
生
じ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
以
下
で
は
三
部
、
合
計
十
五
章
か
ら
な
る
本
論
文
の
要
旨
を
第
一
部
か
ら
章
の
順
を
追
っ

て
記
す
。

　
「
第
一
部

　
伝
説
を
い
か
に
捉
え
る
か
」
は
、
民
俗
学
に
お
け
る
従
来
の
伝
説
研
究
を
振

り
返
る
こ
と
で
、
伝
説
研
究
の
視
座
と
論
点
を
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
柳
田
國
男
と
折
口 

信
夫
に
よ
る
伝
説
研
究
を
取
り
上
げ
、「
第
一
章

　
柳
田
国
男
の
伝
説
研
究
」
で
は
、
従
来 

柳
田
の
伝
説
研
究
は
、
そ
の
変
化
・
変
容
と
い
っ
た
歴
史
的
展
開
に
主
眼
が
あ
る
と
さ
れ
て

き
た
が
、
著
述
を
改
め
て
検
証
す
る
と
「
村
落
の
神
話
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
目
的
が

あ
り
、
こ
の
目
的
に
迫
る
た
め
に
歴
史
過
程
に
お
け
る
伝
説
の
変
化
に
着
目
し
、
そ
の
要
因

を
主
と
し
て
時
代
ご
と
の
社
会
事
情
に
求
め
た
こ
と
、
さ
ら
に
柳
田
は
伝
説
の
特
徴
の
第
一

に
「
人
が
こ
れ
を
信
じ
る
こ
と
」
を
あ
げ
、
そ
れ
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
論
じ
る
と
と
も
に
、

歴
史
学
や
歴
史
教
育
の
進
展
の
な
か
で
伝
説
と
史
実
の
差
異
が
明
ら
か
に
な
る
な
か
で
、
そ

の
伝
承
は
伝
説
内
容
の
合
理
化
が
行
わ
れ
て
変
化
し
、
伝
説
内
容
が
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に 
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更
新
さ
れ
て
い
く
と
い
う
見
解
を
明
確
に
す
る
。「
第
二
章

　
折
口
信
夫
の
伝
説
研
究
」
で
は
、

折
口
の
「
愛
護
若
」
や
「
信
太
妻
」
研
究
を
取
り
上
げ
、
折
口
は
伝
説
の
流
動
性
を
重
視
し
、

こ
れ
は
在
地
伝
説
が
戯
曲
や
小
説
と
い
っ
た
文
芸
に
取
り
込
ま
れ
、
そ
の
流
行
に
よ
っ
て
伝

説
が
再
構
成
さ
れ
て
再
び
在
地
化
し
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
示
す
。

　
「
第
二
部

　
弟
橘
媛
入
水
譚
を
考
え
る
」
は
、
今
日
の
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
説
の
も
と
に

な
っ
た
と
い
え
る
『
古
事
記
』
の
弟
橘
比
売
命
入
水
譚
な
ど
、
上
代
、
さ
ら
に
中
世
の
オ
ト

タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
承
の
考
察
を
課
題
と
す
る
。

　「
第
一
章

　『
古
事
記
』
弟
橘
比
売
命
入
水
譚
研
究
史
」
で
は
、『
古
事
記
』
の
弟
橘
比
売
命

入
水
譚
に
関
す
る
先
行
研
究
を
検
討
す
る
。
お
も
に
こ
れ
を
対
象
と
し
て
き
た
上
代
文
学
研
究

に
お
い
て
は
、
そ
の
研
究
史
は
整
理
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
の
検
討
で
、
従
来
の
研
究
は
、

ヒ
メ
入
水
譚
の
背
景
に
関
す
る
研
究
、
入
水
譚
内
容
に
関
す
る
研
究
、
入
水
譚
形
成
に
関
す
る

研
究
の
三
点
に
集
約
で
き
る
と
す
る
。
こ
う
し
た
ヒ
メ
入
水
譚
の
研
究
史
を
踏
ま
え
て
、「
第

二
章
　『
古
事
記
』
弟
橘
比
売
命
入
水
譚
１
」
で
は
、『
古
事
記
』
の
記
載
か
ら
は
倭
建
命
東
征

譚
は
「
道
中
の
重
要
な
場
面
ご
と
に
障
害
が
待
ち
受
け
て
い
て
、
こ
こ
に
「
道
行
き
」
の
典
型 
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を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、
こ
れ
は
「（
ａ
）
主
人
公
が
道
中
で
危
難
に
遭
遇
す
る
。 

（
ｂ
）
同
行
者
が
助
言
す
る
。（
ｃ
）
同
行
者
の
援
助
に
よ
り
、
主
人
公
が
危
難
を
克
服
す
る
」

と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
ヒ
メ
入
水
譚
の
形
式
を
「
走
水
の
海
」

と
い
う
場
所
を
指
標
に
す
る
と
、
こ
れ
は
異
な
る
世
界
に
由
来
す
る
女
性
が
巡
行
す
る
男
性
を

守
護
し
、
役
割
を
終
え
る
と
も
と
の
世
界
に
戻
る
と
い
う
形
式
を
も
つ
と
論
述
す
る
。

　
こ
れ
に
続
く
「
第
三
章

　『
古
事
記
』
弟
橘
比
売
命
入
水
譚
２
」
で
は
、『
古
事
記
』
の
ヒ

メ
入
水
譚
に
つ
い
て
、
十
二
世
紀
前
半
の
歌
学
書
『
和
歌
童
蒙
抄
』
所
載
の
「
海
難
説
話
」

と
の
対
比
な
ど
を
行
う
。
記
紀
の
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
入
水
譚
は
、「
海
難
説
話
」
の
一
つ
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
の
論
述
で
、「
海
難
説
話
」
は
、「
主
人
公
が
道
中
で
海
難
に
遭
遇
す
る
」
、

「
同
行
者
が
助
言
す
る
」
、
「
そ
の
通
り
に
す
る
と
危
難
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う

プ
ロ
ッ
ト
形
式
を
も
つ
こ
と
を
提
示
し
た
上
で
、『
和
歌
童
蒙
抄
』
所
載
の
「
海
難
説
話
」
は

こ
の
形
式
を
も
つ
典
型
で
あ
り
、『
古
事
記
』
の
ヒ
メ
入
水
譚
も
典
型
と
は
い
え
な
い
が
、
こ

の
型
で
あ
る
と
す
る
。
『
古
事
記
』
の
当
段
の
内
容
は
、
編
者
に
よ
っ
て
前
段
の
野
火
の
難

の
場
面
と
一
組
の
も
の
と
し
て
企
図
さ
れ
て
お
り
、
前
段
で
は
、
倭
建
命
が
叔
母
の
援
助
と 
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自
ら
の
知
恵
に
よ
っ
て
野
火
の
難
を
克
服
し
、
当
段
で
は
、
妻
の
知
恵
と
献
身
に
よ
っ
て
海

難
を
克
服
す
る
。
こ
う
し
た
構
成
か
ら
は
、
倭
建
命
と
そ
の
援
助
者
の
力
に
よ
っ
て
東
国
の

野
と
海
と
が
秩
序
だ
て
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
皇
化
が
東
国
全
体
に
及
び
、
領
有
確
定
を
示
そ

う
と
し
た
と
い
う
見
解
を
示
す
。

　
第
四
章
「
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
倭
武
天
皇
と
大
橘
比
売
命
伝
承
」
で
は
、『
常
陸
国 

風
土
記
』
行
方
郡
相
鹿
・
大
生
里
条
の
「
倭
武
天
皇
」
と
「
大
橘
比
売
命
」
が
「
安
布
賀
の

邑
」
で
出
会
う
話
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
を
本
論
文
で
扱
う
の
は
、「
倭
武
天
皇
」「
大
橘
比

売
命
」
と
い
う
名
が
倭
建
命
、
弟
橘
比
売
命
と
類
似
す
る
こ
と
に
よ
る
が
、
結
論
と
し
て
は
、

こ
れ
は
記
紀
の
倭
建
命
東
征
譚
と
は
別
個
に
展
開
し
た
伝
承
と
み
ら
れ
る
と
す
る
。
そ
れ
は
、

こ
れ
は
既
知
の
者
同
士
が
再
会
を
求
め
る
こ
と
で
、
こ
の
地
で
再
会
が
叶
っ
た
と
読
み
取
れ
、

そ
れ
を
記
念
し
て
こ
の
よ
う
な
邂
逅
譚
が
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
こ
の
地
が
皇
化

を
受
け
入
れ
、
大
和
と
直
接
結
び
つ
い
た
地
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
目
的
が
あ
る
と
結

論
づ
け
る
。

　
第
五
章
「
中
世
に
お
け
る
日
本
武
尊
水
難
の
話
」
で
は
、
室
町
時
代
初
め
の
史
書
『
神
明
鏡
』
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に
み
え
る
日
本
武
尊
水
難
譚
を
取
り
上
げ
る
。
本
論
文
に
こ
の
稿
を
加
え
る
の
は
、「
日
本
武

尊
」
の
表
記
か
ら
は
こ
こ
に
記
さ
れ
る
水
難
譚
は
『
日
本
書
紀
』
を
も
と
に
再
構
成
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
が
、
内
容
と
し
て
は
水
難
譚
の
前
段
に
位
置
す
る
火
難
譚
は
記
紀
の
内
容
に

沿
う
一
方
、
水
難
譚
は
記
紀
と
は
異
な
り
、
龍
神
が
船
中
の
美
女
で
あ
る
「
橘
姫
ト
申
夫
人
」

を
求
め
、
日
本
武
尊
が
姫
を
海
に
流
す
と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
主
人
公
が

道
中
で
障
害
に
遭
遇
し
、
同
行
者
が
助
言
し
、
そ
の
助
言
に
従
う
こ
と
で
障
害
を
克
服
す
る

と
い
う
「
道
行
き
」
の
形
式
を
も
つ
こ
と
で
は
記
紀
と
同
型
と
い
え
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
記
紀
の
入
水
譚
は
、
後
代
に
お
い
て
は
内
容
を
そ
の
ま
ま
受
容
す
る
場
合
と
、「
道

行
き
」
形
式
の
よ
う
な
骨
組
み
を
も
と
に
、
そ
の
時
代
の
思
考
や
素
材
を
取
り
込
ん
だ
内
容

に
し
て
再
構
築
す
る
場
合
と
が
あ
る
と
説
く
。

　
第
二
部
は
こ
の
よ
う
に
『
古
事
記
』
を
中
心
と
す
る
文
献
か
ら
の
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝

承
の
研
究
で
あ
る
の
に
対
し
、「
第
三
部
　
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
説
を
考
え
る
」
は
、
地

域
に
伝
承
さ
れ
る
現
代
の
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
説
の
研
究
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
伝
説

に
つ
い
て
、
内
容
と
分
布
と
い
う
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
個
別
地
域
に
お
け
る 
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オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
説
の
伝
承
実
相
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
こ
の
部
の
第
一
章
と
第
二
章
で
は
、
伝
説
を
内
容
か
ら
分
類
し
、
伝
承
分
布
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
こ
の
伝
説
の
全
体
像
を
示
す
。
第
一
章
「
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
説
の
分
類
」

で
は
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
説
を
内
容
に
よ
っ
て
分
類
し
、
分
析
を
加
え
る
。
こ
の
伝
説
は
、

入
水
そ
の
も
の
で
は
な
く
入
水
後
の
沿
海
地
へ
の
漂
着
物
が
主
題
に
な
っ
て
い
て
、
こ
の
こ

と
か
ら
当
伝
説
は
「
遺
骸
漂
着
伝
承
」、「
遺
物
漂
着
伝
承
」、「
そ
の
他
」
に
分
類
で
き
る
と

す
る
。
「
遺
骸
漂
着
伝
承
」
に
関
し
て
は
、
水
難
者
供
養
や
海
上
安
全
祈
願
と
い
っ
た
信
仰
を

基
に
形
成
さ
れ
る
場
合
と
、
う
つ
ほ
舟
と
い
っ
た
漂
着
神
伝
承
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
る
場

合
が
あ
る
こ
と
、
「
遺
物
漂
着
伝
承
」
に
関
し
て
は
、
女
性
を
象
徴
す
る
櫛
や
衣
服
、
袖
な
ど

の
遺
物
が
漂
着
し
、
こ
れ
ら
が
弟
橘
比
売
命
入
水
譚
と
結
び
つ
い
て
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の

物
だ
と
認
め
ら
れ
て
形
成
さ
れ
る
場
合
と
、
漂
着
物
が
女
神
の
依
代
と
し
て
祀
ら
れ
、
後
代
、

そ
の
女
神
が
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
だ
と
説
か
れ
て
形
成
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
。

　
「
第
二
章

　
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
説
の
分
布
」
で
は
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
説
の
伝
承 
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分
布
が
い
か
に
形
成
さ
れ
た
の
か
を
課
題
と
す
る
。
伝
説
の
伝
承
地
は
東
京
湾
岸
地
域
を 

中
心
に
、
愛
知
県
・
静
岡
県
東
部
か
ら
茨
城
県
に
か
け
て
確
認
で
き
、
地
域
を
限
定
し
て
分

布
す
る
伝
説
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
分
布
は
、
入
水
地
を
中

心
と
し
た
地
域
で
漂
着
物
を
得
て
暮
ら
す
海
辺
の
人
び
と
の
民
俗
を
基
盤
に
し
な
が
ら
、
記

紀
の
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
承
の
広
ま
り
を
契
機
に
し
て
伝
説
が
生
じ
た
と
み
ら
れ
る
場
合

や
、
漂
着
物
や
漂
着
神
を
祀
る
神
社
が
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
入
水
譚
の
流
行
に
よ
っ
て
ゆ

か
り
の
神
社
と
な
り
、
そ
う
し
た
中
で
伝
説
が
生
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
場
合
が
認
め
ら
れ

る
と
す
る
。
こ
う
し
て
各
地
に
生
成
さ
れ
た
伝
説
が
人
々
の
交
流
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
、
今

日
見
る
よ
う
な
分
布
域
が
形
成
さ
れ
た
と
予
測
す
る
。

　
「
第
三
章
　
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
説
と
祭
り
」
で
は
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
を
祀
る
千
葉

県
富
津
市
西
大
和
田
の
吾
妻
神
社
の
祭
り
を
取
り
上
げ
、
祭
り
と
そ
の
起
源
伝
説
の
関
係
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
ヒ
メ
の
櫛
が
流
れ
着
い
た
の
で
岩
瀬
地
区
の
人
た
ち
が
馬
に
乗
せ
て
吾

妻
山
に
も
た
ら
し
て
祀
っ
た
こ
と
が
当
社
の
始
ま
り
で
あ
り
、
神
馬
神
事
の
起
源
で
あ
る
と

伝
承
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
祭
り
は
ケ
ガ
レ
の
除
去
と
海
難
者
へ
の
供
養
が
中
心
に
あ
る
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と
考
え
ら
れ
、
伝
説
と
は
別
個
に
形
成
さ
れ
た
と
判
断
で
き
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
説
と

の
結
び
つ
き
は
後
代
の
も
の
と
推
察
す
る
。

　
「
第
四
章

　
船
大
工
が
伝
え
る
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
」
で
は
、
埼
玉
県
寄
居
町
末
野
の
船
大

工
が
行
っ
た
船
下
ろ
し
儀
礼
を
取
り
上
げ
て
、
な
ぜ
人
形
を
流
す
儀
礼
が
行
わ
れ
、
こ
れ
が

オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
で
あ
る
と
伝
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
課
題
と
す
る
。
船
大
工
に
よ

る
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
承
は
、
こ
こ
だ
け
で
は
な
く
宮
城
県
七
ヶ
浜
町
、
茨
城
県
鹿
嶋
市
、

大
分
県
姫
島
村
に
も
あ
り
、
各
地
の
船
大
工
が
こ
の
伝
承
を
持
ち
伝
え
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
は
入
水
に
よ
っ
て
船
と
乗
客
の
命
を
救
っ
た
と
い
う
オ
ト
タ
チ
バ
ナ

ヒ
メ
の
行
為
が
、
船
の
安
全
を
第
一
に
求
め
る
船
大
工
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
、
さ
ら
に
、
こ
の
背
景
に
は
戦
前
の
国
定
国
語
教
科
書
に
ヒ
メ
の
話
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

そ
の
知
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
予
測
で
き
る
と
す
る
。

　
「
第
五
章
　
神
奈
川
県
横
須
賀
市
走
水
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
説
」
で

は
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
走
水
に
お
け
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
説
の

伝
承
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
走
水
の
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
入
水
伝
説
に
は
、
中
世
の 
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『
神
明
鏡
』
の
入
水
譚
と
つ
な
が
る
内
容
が
あ
っ
た
り
、
ヒ
メ
の
入
水
が
女
性
の
乗
船
を
忌
避

す
る
漁
民
の
穢
れ
観
と
結
び
つ
け
て
合
理
解
さ
れ
た
り
す
る
と
と
も
に
、
地
名
由
来
も
含
め

数
多
く
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
説
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　
第
三
部
最
終
章
の
第
六
章
「
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
を
祀
る
神
社
の
伝
承
」
で
は
、
東
京
都
・

千
葉
県
・
神
奈
川
県
に
鎮
座
す
る
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
を
祀
る
神
社
を
取
り
上
げ
、
東
京
都

内
の
神
社
に
つ
い
て
の
ヒ
メ
に
関
わ
る
伝
承
を
実
地
調
査
か
ら
提
示
す
る
。
オ
ト
タ
チ
バ
ナ

ヒ
メ
を
祭
神
と
す
る
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、
入
水
譚
を
踏
ま
え
た
「
櫛
塚
」
が
設
け
ら
れ
、

祭
典
ま
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
目
黒
区
下
目
黒
の
大
鳥
神
社
の
例
な
ど
、
現
代
に
お
い

て
も
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
承
に
よ
っ
て
新
た
な
民
俗
が
生
み
出
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
す
る
。

　
本
論
文
最
終
の
終
章
「
本
書
の
ま
と
め
」
は
、
標
題
の
通
り
各
章
を
ま
と
め
て
結
語
と
し

て
い
る
。
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論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　
現
在
、
東
京
湾
沿
岸
地
域
を
中
心
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
説
は
、
ヤ
マ

ト
タ
ケ
ル
が
走
水
の
海
を
渡
る
際
に
大
波
で
船
を
進
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
時
に
、
オ
ト
タ
チ
バ

ナ
ヒ
メ
が
自
ら
入
水
す
る
こ
と
で
波
が
鎮
ま
っ
て
無
事
に
渡
海
で
き
、
こ
の
ヒ
メ
の
遺
骸
や
遺

品
が
沿
岸
に
流
れ
着
き
、
そ
れ
を
神
社
に
祀
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
の
内
容
を
も
っ
て
い
る
。

　
本
論
文
で
は
、
こ
う
し
た
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
伝
説
が
愛
知
県
・
静
岡
県
か
ら
茨
城
県

に
か
け
て
四
十
五
例
ほ
ど
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
伝
承
実
相
と
歴
史
的
展
開
、
さ
ら
に

は
そ
の
伝
承
の
仕
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
論
者
は
こ
の
目
的
に

迫
る
た
め
に
、
こ
の
伝
説
が
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
景
行
天
皇
条
に
あ
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ

ル
東
征
譚
に
含
ま
れ
る
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
走
水
の
海
へ
の
入
水
譚
に
深
く
関
係
し
、
現

在
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
伝
説
は
こ
れ
に
淵
源
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
論
述
を
『
日

本
書
紀
』
の
記
載
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
『
古
事
記
』
の
弟
橘
比
売
命
の
走
水
の
海
へ
の
入

水
譚
、
後
に
記
紀
の
ヒ
メ
入
水
譚
を
受
容
し
て
再
構
築
さ
れ
る
室
町
時
代
初
期
の
『
神
明
鏡
』

【本文】B5縦組　01 入江英弥先生.indd   12 2021/12/27   10:03:31



－ 13 － － 12 －

の
記
述
と
、
在
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
現
代
の
伝
説
か
ら
の
双
方
か
ら
行
っ
て
い
る
。
論
文

の
「
第
二
部

　
弟
橘
媛
入
水
譚
を
考
え
る
」
が
前
者
の
研
究
、「
第
三
部

　
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ

メ
伝
説
を
考
え
る
」
が
後
者
の
研
究
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
当
該
伝
説
の
伝
承
実
相
と
歴
史
的

展
開
の
検
討
、
分
析
を
進
め
て
い
る
。

　
本
論
文
が
高
く
評
価
で
き
る
第
一
点
目
は
、
論
文
要
旨
に
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
研
究
は

記
紀
の
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
入
水
譚
、
関
連
の
可
能
性
が
あ
る
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
倭
武

天
皇
と
大
橘
比
売
命
の
伝
承
、『
神
明
鏡
』
の
ヒ
メ
入
水
譚
、
ま
た
在
地
に
伝
承
さ
れ
る
ヒ
メ

入
水
伝
説
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
承
と
結
び
つ
い
た
祭
礼
、
船
大
工
に
よ
る
オ
ト
タ
チ
バ

ナ
ヒ
メ
伝
承
、
入
水
譚
の
舞
台
と
な
っ
た
神
奈
川
県
横
須
賀
市
走
水
に
お
け
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ

ル
と
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
伝
説
、
さ
ら
に
は
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
を
祭
神
と
す
る
神
社
と

い
う
よ
う
に
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
を
め
ぐ
る
伝
説
・
伝
承
を
幅
広
く
視
野
に
入
れ
な
が
ら

通
時
的
な
研
究
を
進
め
、
後
述
す
る
よ
う
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
点
目
は
、
第
二
部
で
は
『
古
事
記
』
所
載
の
弟
橘
比
売
命
入
水
譚
に
つ
い
て
の
研
究

史
を
、
入
水
譚
が
所
載
さ
れ
る
背
景
・
時
代
状
況
、
内
容
、
形
成
経
緯
と
い
う
三
点
か
ら 
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整
理
し
た
上
で
、
入
水
す
る
「
走
水
の
海
」
と
い
う
現
場
か
ら
の
視
点
、
十
二
世
紀
前
半
の

『
和
歌
童
蒙
抄
』
な
ど
に
あ
る
「
海
難
説
話
」
の
構
成
か
ら
の
視
点
を
設
定
し
、
こ
れ
ら
に 

よ
っ
て
『
古
事
記
』
の
ヒ
メ
入
水
譚
に
つ
い
て
の
研
究
を
進
展
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

入
水
の
舞
台
で
あ
る
「
走
水
の
海
」
と
い
う
場
か
ら
は
、
弟
橘
比
売
命
の
入
水
譚
は
「
異
な

る
世
界
に
由
来
す
る
女
性
が
巡
行
す
る
男
性
を
守
護
し
、
役
割
を
終
え
る
と
も
と
の
世
界
へ

戻
る
」
と
い
う
形
式
が
措
定
で
き
る
と
説
く
。

　
さ
ら
に
、
「
海
難
説
話
」
を
含
む
説
話
で
の
危
機
回
避
か
ら
は
、「
主
人
公
が
道
中
で
危
難

（
海
難
）
に
遭
遇
す
る
」
「
同
行
者
が
助
言
す
る
」「
同
行
者
の
援
助
に
よ
り
、
主
人
公
が
危
難

を
克
服
す
る
」
と
い
う
形
式
が
措
定
で
き
る
と
し
、
こ
れ
を
「
道
行
き
」
と
命
名
し
て
い
る
。 

『
古
事
記
』
倭
建
命
東
征
譚
の
、
走
水
渡
海
の
難
は
妻
で
あ
る
弟
橘
比
売
命
の
知
恵
と
献
身
に

よ
っ
て
主
人
公
が
救
わ
れ
、
こ
の
前
段
の
相
武
国
の
野
火
で
は
姨
で
あ
る
倭
比
売
の
援
助
が

あ
っ
て
難
を
克
服
し
て
お
り
、
両
者
と
も
こ
の
形
式
を
も
つ
。
さ
ら
に
こ
の
形
式
は
『
和
歌
童 

蒙
抄
』
の
う
ち
あ
げ
浜
譚
、『
神
明
鏡
』
の
ヒ
メ
入
水
譚
も
同
様
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。『
神
明

鏡
』
の
水
難
時
の
ヒ
メ
入
水
譚
は
、
龍
神
が
美
女
で
あ
る
「
橘
姫
」
を
求
め
、
日
本
武
尊
が 
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夫
人
の
橘
姫
を
流
し
て
お
り
、『
古
事
記
』
と
は
内
容
が
異
な
る
が
、
水
難
・
入
水
譚
の
形
式

は
同
じ
で
、
「
道
行
き
」
と
い
う
形
式
を
維
持
し
な
が
ら
、
後
代
に
は
そ
の
時
代
の
思
考
や
素

材
を
取
り
込
ん
で
再
構
成
さ
れ
る
と
い
う
、
伝
承
の
仕
組
み
を
発
見
し
て
い
る
。

　
評
価
で
き
る
第
三
点
目
は
、
在
地
で
伝
承
さ
れ
る
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
説
は
、
ヒ
メ
入

水
譚
の
舞
台
と
そ
の
周
辺
の
沿
海
地
域
に
お
い
て
、
広
範
に
存
在
す
る
水
難
者
供
養
、
海
上

安
全
祈
願
、
「
う
つ
ほ
舟
」
な
ど
の
漂
着
神
祭
祀
、
さ
ら
に
は
漂
着
物
の
活
用
習
俗
を
基
盤
に

し
て
、
記
紀
の
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
入
水
譚
が
受
容
さ
れ
、
漂
着
物
を
こ
の
入
水
譚
に
結
び

つ
け
る
こ
と
で
伝
説
が
生
成
さ
れ
た
と
説
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
千
葉
県
富
津
市

西
大
和
田
に
お
け
る
吾
妻
神
社
の
祭
礼
と
当
地
で
の
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
説
と
の
関
係
を

実
地
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
事
例
研
究
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
走
水
に
お
け
る
ヤ
マ

ト
タ
ケ
ル
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
説
の
伝
承
実
態
研
究
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
て
い
る
。

　
入
江
英
弥
の
学
位
請
求
論
文
の
優
れ
た
点
を
あ
げ
る
と
以
上
に
集
約
で
き
る
が
、
一
方
で

は
論
証
等
が
不
十
分
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
点
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
本
論
文
の
「
第
一

部
　
伝
説
を
い
か
に
捉
え
る
か
」
で
は
、
柳
田
國
男
と
折
口
信
夫
の
伝
説
研
究
を
再
検
討
し
、

【本文】B5縦組　01 入江英弥先生.indd   15 2021/12/27   10:03:31



－ 17 － － 16 －

従
来
と
は
異
な
る
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
第
二
部
以
降
の
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ

の
伝
説
研
究
で
は
、
柳
田
・
折
口
の
視
点
、
方
法
の
有
効
性
や
限
界
性
に
つ
い
て
は
触
れ
ら

れ
て
お
ら
ず
、
伝
説
研
究
の
方
法
論
的
検
討
が
課
題
と
し
て
残
る
。
二
つ
目
は
『
古
事
記
』

の
弟
橘
比
売
命
入
水
譚
の
研
究
史
は
、
こ
の
「
話
」
の
背
景
、
内
容
、
形
成
で
整
理
で
き
る

と
し
て
い
る
が
、
「
話
」
と
い
う
表
現
は
口
承
文
芸
研
究
に
お
い
て
は
「
世
間
話
」
研
究
で
議

論
さ
れ
て
い
る
用
語
で
、
伝
説
研
究
で
の
使
用
が
妥
当
か
、
ま
た
、
重
要
な
伝
説
形
式
と
し

て
「
道
行
き
」
と
い
う
用
語
を
使
っ
て
い
る
が
、
こ
の
用
語
が
適
切
か
と
い
う
、
論
文
中
の

術
語
使
用
で
検
討
が
必
要
な
も
の
が
あ
る
。
も
う
一
点
あ
げ
る
と
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
に

ゆ
か
り
す
る
物
を
祀
る
神
社
に
は
「
吾
妻
」
名
が
多
い
が
、そ
の
事
由
に
つ
い
て
の
検
討
が
ま
っ

た
く
行
わ
れ
て
い
な
い
と
と
も
に
、「
吾
妻
」
名
と
も
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ

ル
伝
説
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
な
る
。

　
本
論
文
に
は
、
こ
う
し
た
不
十
分
な
点
や
課
題
が
あ
る
が
、
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
伝
承
の

全
体
像
を
通
時
的
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
伝
説
の
伝
承
に
関
す
る
仕
組
み
を
提
示
す

る
な
ど
、
研
究
の
独
自
性
と
伝
説
研
究
進
展
へ
の
寄
与
が
認
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
本
論
文
の
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提
出
者
入
江
英
弥
は
、
博
士
（
民
俗
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
資
格
が
あ
る
と
判
断
さ 

れ
る
。

　
令
和
三
年
十
一
月
二
十
四
日主

　
査

　
　
國
學
院
大
學
教
授

　
　
小

　
川

　
直

　
之

　
㊞

　

副
　
査

　
　
國
學
院
大
學
教
授

　
　
大

　
石

　
泰

　
夫

　
㊞

　

副
　
査

　
　
國
學
院
大
學
准
教
授

　
　
飯

　
倉

　
義

　
之

　
㊞

　

【本文】B5縦組　01 入江英弥先生.indd   17 2021/12/27   10:03:31



－ 19 － － 18 －

　
　
　
　
　
入
江

　
英
弥

　
学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨

　
左
記
三
名
が
各
専
門
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
力
確
認
の
試
問
を
行
っ
た
結
果
、
博
士 

（
民
俗
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
学
力
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
令
和
三
年
十
一
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
学
力
確
認
担
当
者

主
　
査
　
　
國
學
院
大
學
教
授
　
　
小
　
川
　
直
　
之
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國
學
院
大
學
教
授
　
　
大
　
石
　
泰
　
夫
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國
學
院
大
學
准
教
授
　
　
飯
　
倉
　
義
　
之
　
㊞
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